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Sisomicinに よる複雑性尿路感染症の治療経験

武居哲郎 ・熊沢浄一 ・百瀬俊郎

九州大学医学部泌尿器科

尾本徹男 ・稗田 定 ・山脇 均

九州厚生年金病院泌尿器科

Sisomicinは 放 線 菌 類 で あ るMicromonospora inyo-

ensisよ り産 生 され る新 しい ア ミノ糖 系 抗 生 剤 で あ り,

化 学構 造 式 はGentamicin (GM)C1aに 極 め て類 似 して

い る1,5)(Fig.1)。SisomicinはGM同 様 広 い 抗菌 スペ

Fig. 1 Structure of Sisomicin

O-2, 6-diamino-2, 3, 4, 6-tetradeoxy-ƒ¿-D-glycero-

hex-4-enopyranosyl-(1•¨4)-O-•k3-deoxy-4-C-methyl-

3-(methylamino)-ƒÀ-L-arabinopyranosyl-(1•¨6)•l2-

deoxy-D-streptamine

Molecular formula: C19H37N50O7

Molecular weight: 447.5

ク トルを有 し,緑 膿菌,イ ン ドール産生 プロテウス属 に

対 してGMよ りも強い抗菌 力を有す る2)。なおGM耐

性菌は通常Sisomicinに 対 して も耐性を示すが,完 全

な交叉耐性 ではない3・4)。私たちは今回上記のよ うな新

しい薬剤を使用す る機会を得 たので,そ の臨床効果,副

作用等について報告す る。

1.投 与対象お よび投与方法

昭和51年1月 より昭和52年6月 迄 の間に,九 大病院泌

尿器科 および九州厚生年金病院泌尿器科 に入院 した,慢

性複雑性尿路感染症例21例 を対象 とした。年令は22才 か

ら81才,性 別は男性13例,女 性8例 であった。投 与方法

は筋注 で,1回50な い し75mgを 朝夕1回 ずつ連続5

ないし6日 間投与 した。

II.臨 床効果の判 定基準

投与対象が慢性複雑性尿路感染症 で自覚症状 に乏 しい

ため,尿 中細菌,尿 所見 の2項 目を主項 目とし,自 覚症

状は副項 目とした。 したが って,尿 中細菌 の消失お よび

尿所見の正常化を著効,尿 中細菌の減少お よび尿所見の

改善 を有効,尿 中細菌,尿 所見,自 覚症状のい つ れ か

が,減 少あ るいは改善 したものをやや有効 とし,他 は無

効 とした。

III.成 績

21例 の詳細はTable 1に 示す如 くであ った。 総合す

ると著効3例,有 効3例,や や有効6例,無 効8例,判

定不能1例 で有効 率30%で あ った。尿中分離菌はTable

2に 示す ように25株検 出された。Ps.aeruginosaが7株

と圧倒的に多 く,次 いでSerratia4株,Citrobacter 3

株 の順 であった。 細菌学的 には,Serratiaに 対 して75

%,Citrobacterに 対 して66.7%の 消失率であったが,

Ps.aeruginosaに 対 しては14%と 非常 に低率であった。

なお全菌株に対 しては消失率52%で あった。

VI.副 作 用

3例 が注射部疼痛,緩 下剤内服中 の1例 が下痢を訴 え

たが,い ずれ も軽度で投与を中止す る程 度 では な か っ

た。

又,可 能な限 りSisomicin投 与 前 後 の血 液 一 般,

GOT,GPT,BUN,ク レアチニン,PSPの 検査を行 っ

た。結果はFig.2～9に 示す如 くであった。赤血球数で

は症例4に おいて軽度の貧血を認めた。 この症例 は尿路

結核のためEB,INH,RFPを 併用 していた。なお投与

終了後10日 目の検査 でもやは り同程度の貧血を認めた。

腎孟腎炎 の増悪が原因と考え られ る。GOT,GPTで は

症例21に おいて中等度上昇を認 めた。 この症例はほぼ同

時期非ステ ロイ ド系 消炎鎮痛剤を内服 していた。なお投

与終 了後はす みやかに正常化 した。BUNで は症例14に

おいて軽度上昇を認 めた。 しか しクレアチニ ン,PSP

には変化を認めなか った。なお心不全,排 尿痛のため,

強心剤,降 圧利尿剤,非 ステ ロイ ド系消炎鎮痛剤を併用

していた。 ク レアチニンでは症例4に おいて1.5mg/dl

とわずかの上昇を認めた。 しか しBUN,PSPに は変化

を認めず,投 与終了後10日 目の検査では1.2mg/dlと 正
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Table 1-1 Clinical
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results of Sisomicin
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Table 1-2 Clinical

Note:

*Criteria for urirary finding (Grade of pyuria)

卅: ≧1/2HPF 廾: <1/2HPF～ ≧30 cells/HPF+:10～29 cells/HPF ±:5～9celles/HPF

-:0～4cells/HPF

** No bacteria in urine was observed at one day after medication

*** A marked imprоvement of miction pain and pollakisuria was observed
.

Fig. 2 RBC before and after

Sisomicin administration
Fig. 3 WBC before and after

Sisomicin administration
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results of Sisomicin

Fig. 4 GOT before and after

Sisomicin administration

Table 2 Bacteriological results
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Fig. 5 GPT before and after

Sisomicin administration

Fig. 6 BUN before and after

Sisomicin administration

常化 した。PSP 15分値 に関 しては15例 中4例 に高度の

低下を認めた(症 例3,5,7,9)。 症例9は 手術前 と手

術後 に検査 してお り,PSP 15分値 の低下は術後の両側

水腎水尿管によるもの と考 えられる。他の3症 例はほぼ

同条件 での検査 であ った。PSP 120分 値に関 しては症例

6に おいて高度 の低下を認めた。 この症例 はTUR-P術

後 であったが,残 尿多量でSisomicin投 与前 の検査が

留置カテーテル下に行なわれた為 と考 えられる。

V. 考 按

私たちは複雑性尿路感染症に対 してGMを 切 り札的

な薬剤 として使用 して きた。 しか し最近はGMに 耐性

を示す尿路感染菌が徐 々に増加 しているよ うである6)。

Fig. 7 Creatinine before and after

Sisomicin administration

Fig. 8 PSP (15min.) before and after

Sisomicin administration

今回使用 した新 しいア ミノ糖系抗生物質 であるSisomi-

cinは,先 に述べた様 にGMと 非常に よ く類似 してい

るが,緑 膿菌等に対 してGMよ り強 い抗菌力を有 して

いる と報告 されている。 しか し,今 回緑膿菌は7株 検 出

されたが,消 失 した ものは1株,消 失率14%と 低値 であ

った。 そこで検出菌25株 のGMに 対す る感受性 とSiso-

micinの 効果 との関係を調べてみ るとTable 3の 如 く

であった。GMに 対する感受性 とSisomicinの 効果 と

は,お おむね相関 していると思われるが,GMに 感受性

を示す(≧ 廾)菌 株 中2株(Proteus,Ps. aeruginosa)

が,Sisomicinに 抵抗性を示 した。 しか し,GMに 抵抗

性を示す(+≧)菌 株 中4株 にSisomicinが 有効 であ
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Fig. 9 PSP (120min.) before and after
Sisomicin administration

Table 3 Correlation between movements of

urinary pathogens and sensitivity

of GM

Note:
*Intestinal flora like organism

(Bacterial count:<103cells/ml urine)
**Aremarkable decrease of bacterial count

(>103cells/ml)in urine were dbserved in
20ut of 4 cases.

った事 は注 目される(Serratia 2株, Citrobacter,Ps.

cepacia)。

なおGMに 感受性を示す菌株が9株,36%と 低率 で

あ った事 はGMに 耐性を示す尿路感染菌の増 加を裏づ

け る。検査値 の異常についてはPSP15分 値の低下が,

15例 中4例 に認め られた事 は注 目される。1例 は術後 の

影響が十分考 えられ るが,他 の3例 は低下 の原因が,は

っき りしない。本剤が腎毒性を有す るア ミノ糖系抗生物

質 である事 を考え ると,今 後の十分な注意が必要 と思わ

れ る。

VI.ま と め

1.1971年1月 よ り1972年6月 迄 の間に,九 大病院泌

尿器科および九州厚生年金病院泌尿器科に入院 した慢性

複雑性尿路感染症例21例 にSisomicinを 投 与 した。

2.Sisomicinは1回50な い し75mgを 朝夕1回 ず

つ,連 続5な い し6日 間投与 した。

3.著 効3例,有 効3例,や や有効6例,無 効8例,

判定不能1例 で有効率は30%で あ った。

4.細 菌学的 には25菌 株中13菌 株が消失 してお り消失

率 は52%で あった。

5.副 作用 は3例 に注射部疼痛を認 めた。

6.検 査値の異常 については,PSP15分 値の低下を15

例 中4例 に認めた。そ の他,貧 血1例,GOT,GPTの

上昇1例,BUNの 上 昇1例,ク レアチニンの上昇1例

を認 めた。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH SISOMICIN IN COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTIONS

TETSURO TAKESUE, JOICHI KUMAZAWA and SHUNRO MOMOSE

Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyushu University

TETSUO OMOTO, SADAMU HIEDA and HITOSHI YAMAWAKI

Department of Urology, Kyushu Kosei Nenkin Hospital

1. Sisomicin was applied to 21 patients with chronic complicated urinary tract infections, hospitalized
at the Department of Urology of Kyushu University and Kyushu Kosei Nenkin Hospital from January,
1976 to June, 1977.

2. All patients received intramuscular injections of 50 or 75mg t.i.d., for 5 or 6 consecutive days.
3. Results were "excellent" in 3,"good" in 3,"fair" in 6,"poor" in 8 and "unknown" in 1 patient,

(30.0% "effective" rating).
4. Causative organisms were eradicated in 13 out of 25 isolated strains (52%).
5. Pain at the injection sites was reported by 3 patients.
6. Abnormalities in laboratory examinations were reduction of PSP (at 15 min.) in 4 out of 15, anemia

in 1, elevation of GOT and GPT in 1, elevation of BUN in 1 and elevation of serum creatinine in
1 patient.


